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――七十七ニュービジネス助成金を受賞されたご感
想をお願いします。
七十七ニュービジネス助成金を受賞できたことを
とても光栄に思っています。受賞後に、周りの方々
から賞賛のコメントをいくつかいただきありがたく
感じたとともに、自分が行っている事業が評価され
たことを嬉しく思います。
助成金は、設備投資としてお酒の瓶詰めラインの
購入資金の一部に充てさせていただきました。

――新しい酒造りを中心にお話しをお伺いします。

三本木から川崎町への移転
――東日本大震災後に酒蔵を長い歴史ある三本木か
ら川崎町に移転された経緯について教えてくださ
い。
今回の東日本大震災により、古くからある三本木
の酒蔵が全壊したため大変悩みましたが、創業140
年の歴史の中で初めて酒蔵を移転することになりま
した。

第 16 回（平成25年度）

株式会社
新澤醸造店

代表取締役兼杜氏　新澤 巖夫 氏

会社概要

住　　所：大崎市三本木字北町63
設　　立：明治6年
出 資 金：10百万円
事業内容：酒類製造業
従業員数：32名
電　　話：0229（52）3002
Ｕ Ｒ Ｌ：―

高水準の日本酒製造技術を背景に
「宮城県初のリキュール製造」や「女
性の活用」により新しい酒造りに挑戦

今回は「七十七ニュービジネス助成金」受賞企業
の中から、株式会社新澤醸造店を訪ねました。当蔵
は明治 6年創業の酒蔵であり、清酒「愛宕の松」、
「伯楽星」等を製造・販売。従来の日本酒造りにと
らわれず、世界一の精米歩合を追求した日本酒や、
高い水準の日本酒製造技術を活かした宮城県初のリ
キュール（「梅酒」等）を製造。国内最大の大会に
おいて「超濃厚ヨーグルト酒」でリキュール部門優
勝する等評価が高い。加えて、日本酒では非常に稀
な女性中心の蔵造りを進める等、常に新しい酒造り
に挑戦している。当蔵の新澤社長にお話しをお伺い
しました。
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川崎町に移転した理由は 2つあります。1つ目が
地盤の強さです。酒蔵や老舗では直面する問題であ
りますが、昔からの蔵は土壁であったり、せいぜい
竹を織り込んで作られたものですので非常に地震に
弱いという弱点があります。また、当蔵の140年経っ
た建物は地震保険をかけることもできません。杜氏
として昔ながらの日本酒の蔵を残したいという部分
と、経営者として労働環境を改善したいという部分
で葛藤はありました。しかし、地震で建物が揺れる
度に砂が落ちて食品がだめになってしまうことや、
地震保険が掛けられない建物で社員を働かせてし
まっていることを修正しなければならないと思って
いた中、今回の大震災が起こり川崎町への移転を決
めました。川崎町は地盤がしっかりしており、地震
に強い土地なので社員に安心して働いてもらえてい
ます。

2つ目は、水の豊かさです。川崎町は水がとても
豊富であるため、水道を通さずに地下水を2本ひい
て酒の仕込みに使える水を全施設で使用していま
す。また、水質検査をしても川崎町の水は厚生労働
省が告示している「ナチュラルミネラルウォーター」
の基準をすべてクリアしています。
当時は、蔵が変わることで味・品質も変わるので

はという危惧もありましたが、新しい蔵の設備は旧
蔵と比較して微妙な温度管理が可能で加えて豊かな
地下水も得ることができたので、品質の向上につな
がりました。

本物嗜好の日本酒を世界へ
――経営理念についてお聞かせください。
当蔵は、地元の風土・食材・人材を活かして世界

で認められる本物のお酒を造ることを目標にしてい
ます。
そこで、宮城から世界に認められる本物の酒造り

という思いを込めて「宮城の風土に根差した独自の
技術体制により、自然、伝統、人間形成の調和を目
指し、本物嗜好の酒質を目指します」という経営理
念を作りました。
利益は大事ですが、我々はそれよりもお客様に本

物と思って飲んでいただけることに重きを置いた酒
造りを行っています。

――精米歩合 8％の日本酒について教えてくださ
い。
日本には 1,200以上の蔵が点在していますので、

1,200以上の味が存在することになりま
す。しかし、当蔵では、アッパークラス
の日本酒について自信を持って提供する
ことができませんでした。そこで、「お
米の芯だけ飲んでみませんか」というコ
ンセプトでお酒を造ることにしました。
一般的な最高精米歩合の 30％前後と比
較して、350時間以上の精米時間をかけ
て 8％という精米歩合を実現させ、著し
い差別化になったとともに、ラスベガス
のレストランでは＄2,888という日本酒
最高価格が付けられました。
金賞何年連続受賞等というお酒を飲む川崎町の酒蔵

三本木の本社
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機会は沢山あると思いますが、お米の芯だけ飲む機
会はあまりないと思います。実際に、お客様だけで
なく同業者も興味を持ってくれまして、品質を越え
た感動を提供できたのではないかと思っています。

――新しいコンセプトの“究極の食中酒”について
教えてください。
当蔵では「伯楽星」「愛宕の松」等の日本酒を製

造・販売しておりますが、この2銘柄に共通するコ
ンセプトが“究極の食中酒”です。日本酒市場全体
でインパクトのある香りや主張の強い日本酒が主流
になっている中で、当蔵はあえてそれを出さないこ
とを武器としました。むしろ料理の食材の味を引き
立たせる日本酒をお客様に楽しんでもらいたいとい
うコンセプトで、“究極の食中酒”を造るに至りま
した。“究極の食中酒”とはいわゆる主役の魅力を
際立たせる名脇役のようなお酒です。

品質勝負へのこだわり
――過去 10年間の販売実績が飛躍していらっしゃ
いますね。
日本酒は 2000年に 150石（1石=180リットル）

が 2013年に 1,350石、リキュールは 2005年に 40石
が2013年に500石と過去10年間2ケタ単位で上昇継
続しています。
要因の1つとして「品質の向上」があります。当

蔵は、営業を置かない体制をとっています。品質勝
負を第一に考えていますので、当蔵の日本酒を飲ん
でまずかったら売れないし、おいしければもう1杯
注文するため2倍売れると信じています。そうした
売上の良し悪しを営業に責任転嫁しては品質の向上
の妨げになりかねません。
そこで当蔵は、特約店制度を活用して営業を一切
せずに、一途に製造へ全てのウェイトを置いた体制
をとっています。年に1回、特約店との取引を見直
し、新たに取引待ちをいただいている中から1先を
新規の特約店としてお願いしています。
また、フレッシュローテーションといいますが、

酒の品質を熟知している社員が2人で7，8月の酒造
りのオフシーズンに全国の特約店を訪問し、日付の
新しい商品との交換も行っています。

このような品質管理体制が販売実績の伸びの要因
だと考えますが、まだまだ満足していません。震災
後に頑張ってほしいと思って注文いただくお客様も
多く、そういったお客様へ品質で恩返しができるよ
うさらなる高みを目指していきます。

宮城県「初」のリキュール製造
――日本酒を使用した宮城県初のリキュール製造に
ついてお聞かせください。
新しい酒造りを検討する上で、日本酒を使用した
リキュール製造が選択肢にありました。平成 17年
に梅酒から商品開発を始めましたが、日本酒はアミ
ノ酸成分が高いので梅の旨味成分が多く抽出されま
す。想像以上においしい梅酒ができたため日本酒の
力を信じて、日本酒を使用した宮城県初のリキュー
ル製造を行うことにしました。
現在リキュール部門は女性社員が担当していま

す。宮城県で栽培される様々な果物の果汁試験を女
性社員が行っており、果汁の量の調整から賞味期限
やコスト、売上の問題まで対応しています。勿論、
素材選び・開発等もすべて任せており、女性目線の
酒造りを行っています。リキュールは角田・岩出山
の梅、蔵王・田尻のヨーグルト、気仙沼・柴田町の
柚子とすべて宮城県産原料100％にこだわった商品
と、女性社員が一から開発した「紅茶酒」がありま
す。

商品開発の上で、圧倒的なおいしさを商品化の目
標にしています。小さい会社では、大企業と比較し

日本酒を使用したリキュール
（柚子酒・梅酒・ヨーグルト酒・紅茶酒）
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て資金力や事業展開力が弱いため圧倒的なおいしさ
でないとすぐに商品を取り替えられてしまうからで
す。地場のものを使い圧倒的においしくて宮城県外
でもきちんと評価されるようなものを提供すること
を念頭に置いています。
大崎市田尻で育てられたジャージー牛の生乳を

100％使用した「超濃厚ヨーグルト酒」は、国内最
大の大会である「天満天神梅酒大会」において平成
23年度第5回リキュール部門の人気投票と品質部門
の両方で優勝する等高い評価を受けました。

――リキュールを製造する上で苦労されたこと等お
聞かせください。
食品製造をしている方は感じることだと思います
が、おいしさと賞味期限のギャップです。品質を重
視するほどに賞味期限は短くなりますし、賞味期限
を長くしようとするほどに加工等を施さなければな
りません。そのギャップを感じたときに、社員は遠
慮なく品質を選択するようにしています。

女性中心の蔵造り
――女性中心の蔵造りについて教えてください。
昔から女人禁制といわれている酒造業界で女性中
心の蔵造りは異例です。私は、酒造りが子育てに似
ていると考えています。酒造りは徹夜作業をしたり、
温度が 0.1度動くと大騒ぎしたりしますが、夜中に
子供が少し熱を出したときに一番柔軟に対応できて
いるのは女性です。どちらが子育て上手かと考えた
ときに、何故酒造りが男性中心であるのかと疑問を

持ちました。その答えは、酒造りの圧倒的な力作業
の多さでした。
そこでフォークリフト等の機械を使用することで
女性への労務軽減を図りました。酒造りは伝統やこ
だわりが重要だと思います。品質を上げることへの
こだわりは絶対に失ってはいけませんが、瓶詰した
お酒の移動作業を人の手で行う必要はないと思いま
す。軽減させてよい点と譲ってはいけない点を見極
め、こだわる場所をこだわることが大事です。軽減
できることを行い品質向上を図っています。
女性は物事の習得がもの凄く早いです。一般的な
酒蔵ではあまり行わないようですが、当蔵では、社
員教育の一環として毎月1度他の酒蔵見学を行うよ
うにしています。女性社員は男性職場の酒蔵の中で
どうしたら自分たちが活躍できるかを探そうとしま
す。最近では、自ら「ここの蔵を見学したい」等の
要望も出てくるようになり、その積極的な姿勢から
着々と知識を吸収し、著しい成長を見せています。
男性中心の職場の中で、女性が安心して働けるよう
に肉体労働の軽減や労働時間の短縮等の労働環境の
整備を行い、現在は従業員 32名中 19名が女性と
徐々に女性社員も増えてきており、女性中心の蔵造
りが実現しつつあります。今までにない女性目線で
の商品開発や、日常業務での些細な気づきや指摘が
増え、これまで以上によりよい職場環境の構築と新
しい酒造りへの挑戦が実現されていると実感してい
ます。　

天満天神梅酒大会風景

女性蔵人
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――日本最年少の女性杜氏の輩出を目標にしている
と伺いましたが。
杜氏とは、日本酒の醸造工程を行う職人集団、す
なわち蔵人の監督者であり、なおかつ酒蔵の最高製
造責任者をいいます。若い頃から女性にも酒造技術
等の知識を習得してもらい蔵全体で酒造りのレベル
を高めたいと思い、日本最年少女性杜氏を当蔵から
輩出することを直近の目標にしています。杜氏の資
格には選考試験がありいくつか受験資格があります
が、その中に満 27歳以上という年齢制限がありま
す。それに向けて南部杜氏協会で当蔵の若手が2名
研修を受けていますが、その内の1人が21歳の女性
です。知識や管理能力を身に付けた女性が若い頃か
ら日本酒造りの前線で活躍することで日本酒造りの
幅が広がることを期待しています。
去年の 12月には蔵の隣に勉強寮を建て、社員が

勉強しやすい環境を整備しています。

社員の「言える化」
――御蔵の経営理念を実践するための方針について
教えてください。
会社の成長スピードを高め、社員にはストレスな
く働いてもらえるように、独自のルールを定めてい
ます。当蔵の社員は、1人 1台のパソコンで情報の
共有を図っています。日常業務で出た不満やアイディ
ア等があればパソコンに入力し、社長と専務が1週
間以内にその問題をすべて解決しています。「この
作業を改善してほしい」「草取りができていない」
等内容は問わず些細なことでも皆で共有するように
しています。我々は若く小さな蔵なので、ミスが多

い分皆で気づいて解決していこうと考えています。
最初の頃、社員は遠慮してなかなか思っているこ
とを話してくれませんでした。そこで年に3回社員
旅行を行なったり、蔵見学をする等社員と接する時
間を増やし、心の距離を縮めて言いたいことを言え
る風通しのよい職場環境作りを心掛けました。その
効果もあり、震災後の約 3年間で 700件もの業務改
善をするまでに至りました。

「会社は船だ」と私は考えています。数ヶ月間進
行方向から外れているのに気づかず海の上を進んで
いたら元の経路まで修正するのに時間がかかりま
す。一方で、早期に進行方向のずれを見つけること
ができたら少しの修正で経路に戻れますので、どち
らの船が早く進むかは明白です。
このルールを徹底することで、どんな些細な問題
でも早期発見・解決し会社の成長スピードを高め、
社員には生き生きと働いてもらっています。

独自性が試される時代へ
――今後の日本酒業界の展望についてお聞かせくだ
さい。
現在は日本酒ブームと言われていますが、日本酒
の国内消費量は年々下降傾向が続いているため楽観
視していません。昭和 50年当時は宮城県だけで 60
以上の蔵がありましたが、現在は 26蔵ほどまで減
少しています。その一方で、近年各蔵の独自性に差
が出始めており、可能性のある市場だという思いも
あります。これまで培ってきた技術を活かしながら、
各蔵の独自性が出せる新しい酒造りへの挑戦が今後

社員の宿泊施設（勉強寮）

川崎蔵のスタッフ一同
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の日本酒業界を生き残るためには必要だと感じてい
ます。

お客様から一番に頼られる蔵に
――今後の事業戦略について教えてください。
新しい酒造りへの挑戦を続けるとともに、お客様
から一番に頼られる蔵になることを目指します。そ
のために、日本酒業界の現状を把握しお客様のニー
ズにスピード感を持って対応していきたいと考えて
います。
例えば、日本酒でワンカップサイズを 10個売る

よりも、一升瓶を1本売ったほうが蔵の利益は大き
いです。ただ日本酒の消費量が低迷している中で、
今後酒販店から小口の依頼が増えてくることが見込
まれます。そういったニーズにも対応できるよう小
ロット生産設備への投資を行っています。
また、リキュールでは、果物が豊作すぎて困って
いる農家の方には、12時間以内にその果物をリ
キュールにしてお返しする対応を検討しています。
生鮮食品はスピードが命ですから、お客様の相談か
ら当蔵の回答までにかかる時間を短縮して対応でき
るよう準備を進めています。

3つの心掛け
――最後に起業家の方にアドバイス等あればお願い
します。
起業家の方々へアドバイスをできる立場ではあり
ませんが、仕事をする上で3つ心掛けていることが
あります。

1つ目は、毎年が創業年だと思い仕事に取り組む
ことです。当蔵は140年の歴史がありますが、毎年
初心に返ることによって、新しい酒造りへの挑戦意
欲が湧いてきます。

2つ目は、外部の沢山の方に注意・指導いただく
ことで、当蔵の弱点や課題を見つけられるように意
識しています。注意は会社の課題を教えていただけ
るチャンスだと考えています。そこで当蔵が外部か
らどう見えているかを聞くときに必ず悪い点も教え
てもらいます。その言葉を大切に受け止めて改善策
を見つけていきます。

3つ目は、僭越ながら私自身大きく成長すること

です。会社の実力は社長の能力に比例すると思いま
す。社長自身の能力を高めていかないと会社の成長
を停滞させてしまいかねません。仕事で海外に行く
ことがありますが、より多くの世界を知り価値観を
広め、それを会社に還元することで、伸び代・可能
性のある会社にしていきたいと思います。

新澤社長

長時間にわたりありがとうございました。御蔵の
今後ますますの御発展をお祈り申し上げます。

（26．8．1取材）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


